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本助成事業の期間
中、解体現場など
4件 か ら 回 収した
廃材類。集積拠点
で 保管し、アップ
サイクルの機 会を
待つ

豊栄町

活動エリア ©️Map-It

廃材などを集めて保管する集積拠点を、ワークショップ形式で改修する

豊栄アップサイクルビレッジ協議会
広島県東広島市

空き家のポテンシャルを活用したコミュニティの構築

住まい活動助成

団体設立経緯
　私たちが活動する広島県東広島
市豊栄町は、人口約3000人の中
山間地域です。人口減少が著しく、
地域の担い手が減り、空き家が急
速に増えています。空き家を地域
の重要な資源として位置付け、地
域づくりに役立てるために2024年
4月に専門事業者（建設業、宅地
建物取引業、士業など）を中心に
団体を結成しました。DIYやリメイ
クといった「アップサイクル」をキー
コンセプトとして、空き家やそこに
ある家財・資材などに価値を見出
す、あるいは価値を加えることを楽
しめる人たちのコミュニティづくり

をミッションとして掲げています。
※アップサイクル：廃物をそのまま
再利用するのではなく、商品として
の価値を高めるような加工を行う
こと。古布や廃材を用いて、しゃ
れた小物をつくるなど。（weblio辞
書から引用）

活動概要と活動対象範囲
　豊栄町を活動対象エリアとし、
空き家に残置される家財や解体・
改修によって生じる廃材（以下「廃
材など」）を回収し、これを新たに
整備する拠点に集積、再活用する
ためのスキームおよび体制の確立
に向けて取り組みを進めます。廃
材などの回収や再活用を促進する
上で、協力が不可欠となる建設事
業者に対してヒアリング調査も実
施しました。

活動に至った理由や背景
　豊栄町では2005年には4131人
いた人口が20年には2811人となっ
ています。10年超で人口は30％以
上減少する中で、65歳以上の老年
人口構成比率が50.5％を占め、空
き家率は東広島市内でもワーストの
23.4％です。地域には農家が多く、
アップサイクルは日常的に行われて
いる一方、地域に増えている移住さ
れてきた方も共通してアップサイク
ルが好きという傾向があります。
　そこでこのアップサイクルをキー
コンセプトとして空き家を地域の内
外をつなぐ結節点として活用でき
れば、その結果、地域の担い手を
増やし、空き家を減らすような一挙
両得の効果が得られるのではない
かと考え、活動に至りました。
※人口と老年人口構成比率は総務
省「令和2年国勢調査人口等基本
集計結果」を参照／空き家率は東
広島市「第2期（令和5年～令和10

年）東広島市空家等対策計画」を参
照

活動内容と成果
① 空き家解体で生じる廃材などの
回収実施
　助成事業期間中、4件の案件に
ついて現地での個別確認を経て、
再使用可能と判断した物品の選定
および譲り受けを実施しました。
協力団体が空き家所有者から管理
や処分に関する相談を受けた際に
は所有者に活動内容を説明の上、
現地写真なども用いて対象物を確
認し、認識の齟齬が生じないよう
整理しました。
② 廃材などを集積できる拠点整備
　当団体の代表が営む建設会社
が管理している遊休不動産（以下

「集積拠点」）を改修し、取り組み
①で回収した廃材などを保管でき

るようにしました。この遊休不動
産はもともと木材加工施設として
使用されていました。改修に際し
ては建設事業者による施工だけで
なく、2回の改修ワークショップ
も実施しました。工費を削減する
効果が見込まれることに加え、拠
点整備における改修という工程自
体が「DIYやリメイクなどのアップ
サイクルを楽しめる多様な人たち
によるコミュニティ」の醸成に寄与
し、興味関心を同じくする人たち
との接点として重要な機会になる
と考えたからです。
　建設業を営む協力事業者の助け
を得て、可能な作業については改
修ワークショップとして開かれた場
にするように試みました。主なワー
クショップ内容は、1回目（25年10
月18日実施）では壁板張り、2回目

（11月8・9日実施）ではガラス間仕
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DIYワークショッ
プ に は、 建 築 を
専 攻 する大 学 生
が多数参加した

地域のイベン
トに出展。廃
材などを販売
して活動をア
ピールした

ました。また建設業者が搬出する
ことを前提とした場合には、現場
と保管場所が離れていると工期の
問題からも対応が難しく、また一
時的に建設業者が自社拠点などで
保管するにしても、適切な管理が
難しい（雨に濡らさない、ガラスを
割らないなど）といった指摘もあり
ました。

【設題4】廃材などを御社による工事
（改修工事・新築工事など）で活用
することは可能か：3社からは可能
との回答を得た一方、他7社は不可
能とする回答でした。

【設題5】廃材などを御社による工事
（改修工事・新築工事など）で活用
する上での課題は何か：保管場所
の確保や強度などの安全性の担保
の難しさに加え、廃材などは現在
の住宅建築における資材の規定サ
イズとは異なる場合が多く、オー
ダーメイドの施工が必要となる分、
コストの上昇が見込まれることに関
する指摘がありました。

課題と解決方策
持続性（ビジネスモデル）：拠点に
人が常駐しないことには人や廃材
などの流れは生み出せず、コミュニ
ティの構築を見込むことができま
せん。人を常駐させるための人件
費が最も大きな固定費となるため、
これを工面することが計画当初か

ら課題としてありました。
　助成事業を通じて、値付け次第
では発生する支出額相当の売上が
確保できると見込めたため、廃材
などによる販売収益を基本とし、
活動を自走させていくことで解決
できる可能性があります。
適法性：当該活動に関係する法律
として主なものとしては、古物営業
法と廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律（以下「廃棄物処理法」）が
あります。
　廃材などを引き取り、これを運
搬し、販売するという一連の工程
において、これらの法律による規
制が関わってきます。同じ行為で
あっても、誰が担うかによって判断
は変わります。助成活動に取り組
むことで、この複雑さを課題として
認識することができました。
　解決方策として、当団体のメン
バーである法律専門職を中心に法
解釈に関する検討を重ね、必要に
応じて、建設業者や古物商許可業
者、廃棄物処理業許可業者から、
業法や業務実態に関するヒアリン

グを行いました。併せて、許認可
を所管する地方公共団体などの窓
口にも確認しました。その上で許
認可が必要となる業務については、
それぞれの許認可を受けている団
体との役割分担により実施しまし
た。今後とも、適法性には十分に
留意していきます。

今後の予定
　26年４月中に拠点での廃材など
の常設販売を開始し、まずは週末
限定でスタッフを常駐させること
としました。廃材などの回収につ
いては、相談があれば随時対応し
ます。事業としては支出を見直し、
相応する収入が得られるようにし、
収支が合うところまで早期で行き
着くことを目標としています。
　活動としては、接点を持つ人を
増やし、継続的な関わりが持てる
人員を増やすことで、コミュニティ
として相互の関係性が生まれるよう
に、ワークショップやイベントなど
を継続的に実施していきます。協
力団体が分散型自律組織（DAO）
の導入による新しい地域コミュニ
ティづくりも進めているため、テク
ノロジーの活用にも力を入れてい
きたいと考えています。
※分 散 型自律 組 織（DAO）：組織
の形態を表す用語であり、従 来
の株式会社などとは異なり、特定
の管理者が存在しない状態でイン
ターネットを介して世界中の人々が
協力しながら事業を推進していく
組織のことを指します。（大和総研
WORLDから引用）

切りの設置に取り組みました。
　参加者は老若男女幅広く、大学
で建築を学ぶ大学生による参加も
ありました。「DIYができる場」や

「技術指導を受ける機会」、「充実
した設備・器具を使える」という
点が主な参加理由です。興味を
持って自力で取り組むのも限界が
あり、また類似の企画を探しても
なかなか見当たらないということ
から、当ワークショップを見つけ
て参加するに至ったという学生が
多数でした。
　これらの建築大学生は個人とし
ての参加ではありましたが、大学
で学び得た座学の知識を実際に活
かす場を探しており、同様のニー
ズを抱える大学生は多いというこ
とでした。このことから、集積拠
点の機能として資材が集まるだけ
でなく、DIYに必要な設備を配置
し、指導できる人材が常駐できる
ようになれば、これを目的とする人
の来訪も多く期待できることが分
かりました。
③ 廃材などの販売イベントの実施
　地域のイベントに出展し、回収
した廃材などの販売やリメイク体
験を実施。参加者には、当団体
への公式LINEへの登録を促しまし
た（2026年3月時点で登録者数84
人）。このイベントは17年から継続

する「セントルマルシェ」という、広
島県央地域の事業者が集まり、地
域の特産物の販売や商品開発を通
して、活性化を目指す催しです。
　本助成事業期間中には7月26日

「第19回セントルマルシェ 縁日ナイ
ト！」、11月2日「第20回セントルマ
ルシェ ものづくりものがたり（リサ
イクルとアップサイクル）」の2回が
開催されました。当団体の集積拠
点がある敷地を会場として、豊栄
町外からも多くの方の来訪がありと
てもにぎわいました。
　当団体自体もどちらにも出展し、
7月は廃材などの販売や公式LINE
への登録案内のみを、11月はこれ
に併せて、空き家から回収した湯
呑み茶わんなどに穴を空け、植木
鉢としてリメイクする体験も提供
しました。多くの方の参加があり、
当団体の活動に興味を持っていた
だくことができました。参加者の声
の中には「イベントやワークショッ
プがあれば参加したい」や「空き家
のことで困っている」といったもの
もあり、LINE登録や空き家相談と
いった、イベントの次につながる
機会になりました。また、廃材な
どの妥当な値付けや使用方法につ
いても、イベント内で多くの人たち
との会話からフィードバックを受け
ることができました。

④ 廃材などに関する建設業者に対
する調査実施
　廃材などに関する認識について、
解体業者や工務店などの建設業者
に対する調査を実施。廃材などの
流通強化や、新たな活用可能性の
模索、建設業者との連携強化につ
なげました。建築一式工事、大工
工事、解体工事を手掛ける建設業
者10社からアンケートを回収しま
した。
　調査項目は「建設業者などの通
常の事業活動に廃材などの回収が
スキームとして組み込めるか」や「改
修工事や新築工事に廃材などが使
用できるか」の観点から設定してお
り、具体的には「廃材などを現在
どうしているか」「廃材などを回収
させてもらうことは可能か」「廃材
などを回収させてもらう場合の課
題は何か」「廃材などを御社による
工事（改修工事・新築工事など）で
活用することは可能か」「廃材など
を御社による工事（改修工事・新
築工事など）で活用する上での課題
は何か」を設題としました。アンケー
ト結果（抜粋）は以下のようになり
ます。廃材などの利活用について
前向きな回答が確認できたことは
成果としてありますが、同時に解
決しないといけない課題を認識す
ることができました。

【設題1】廃材などを現在どうしてい
るか：7社は物によっては引き取るこ
とがあるとする回答がありました。

【設題2】廃材などを回収させてもら
うことは可能か：8社は条件付きで
はあるが可能とする回答でした。

【設題3】廃材などを回収させてもら
う場合の課題は何か：回収にあたっ
ては工期に影響を与えないことが
大前提となることから、発生から
搬出までに確保できる期間が限定
される「スケジュール調整の難しさ」
が、多くの建設業者から挙げられ

豊栄アップサイクルビレッジ協議会
2024年4月設立／メンバー数：7人／代表者：高橋 真起（たかはし・まき）

toyosakavillage@gmail.com　 toyosaka_village_

私たちは、DIYやリメイクなどのアップサイクルをキーコンセプトとして、空き家や
そこにある家財・資材などに価値を見出す、あるいは価値を加えることを楽しめる
人たちのコミュニティづくりをミッションとして掲げています。


